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産
業
空
洞
化
と

い
う
社
会
現
象
の

進
展
が
既
に
数
十

年
経
過
し
た
。
今

や
１
次
・
２
次
産
業
だ
け
で

な
く
、
至
る
所
が
空
洞
だ
ら

け
で
、
そ
こ
ら
中
で
崩
落
し

つ
つ
あ
る
。

　

国
民
の
日
常
の
食
が
外
国

か
ら
の
輸
入
品
に
依
存
し
、

安
全
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
の
背
景

で
、
日
本
の
多
く
の
零
細
農

家
が
潰
れ
て
い
っ
た
。
幸
い

土
地
持
ち
は
、
道
路
公
団
に

土
地
を
売
っ
て
生
産
者
か
ら

消
費
者
に
転
身
し
た
。

　

ま
だ
国
産
中
心
で
頑
張
っ

て
い
る
の
が
、
教
育
と
医
療

と
弁
護
士
な
ど
言
葉
を
介
し

て
人
間
関
係
を
築
く
分
野
で

あ
る
が
、
人
間
関
係
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
に
加
わ
る
制
度
締

め
付
け
に
よ
る
厳
し
さ
が
日

ご
と
に
増
し
て
い
る
。

　

精
神
疾
患
で
長
期
間
現
場

を
離
れ
て
療
養
す
る
教
師
が

増
え
、
小
説
家
へ
の
転
身
も

ま
ま
な
ら
ず
予
備
校
の
講
師

で
生
計
を
立
て
て
い
る
医
者

も
多
い
。

　

空
洞
化
先
進
国
の
ア
メ
リ

カ
で
は
、
唯
一
輝
い
て
い
る

軍
事
分
野
へ
の
医
者
の
進
出

が
目
立
ち
、
救
急
医
療
の
現

場
の
ド
ク
タ
ー
は
、
そ
の
姓

名
か
ら
外
国
人
医
者
だ
ら
け

な
の
が
分
か
る
。

効
率
化
の
尖
兵
と
し
て

　

今
改
定
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
項
目
が
追
加
さ

れ
た
以
外
、
06
改
定
の
基
本

方
針
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

　

06
改
定
は
、「
効
率
化
」

の
名
目
で
実
施
さ
れ
、
歯
科

生
実
地
指
導
に
関
す
る
説
明

書
③
新
製
義
歯
管
理
に
関
す

る
説
明
書
の
３
種
類
。

　

販
売
・
発
送
時
期
は
４
月

下
旬
を
予
定
し
、
Ｂ
５
判
、

１
冊
50
枚
綴
り
複
写
式
、
定

価
各
５
０
０
円
（
送
料
別
）

で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
記
載
の

上
、
協
会
事
務
局
ま
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
（
06 

︱ 

６
５
６
８ 

︱ 

０
５

６
４
）で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
今
号
の
機
関

紙
に
付
録
と
し
て
同
封
し
て

い
ま
す
。

方
で
、
ラ
バ
ー
加
算
や
歯
肉

息
肉
除
去
や
エ
ナ
メ
ル
エ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
が
包
括
さ
れ
、

機
械
的
歯
面
清
掃
や
前
装
鋳

造
冠
の
点
数
が
引
き
下
げ
ら

　

参
加
者
か
ら
は
「
分
か
り

に
く
い
の
で
、
も
っ
と
丁
寧

に
説
明
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

社
会
保
険
事
務
局

初
の
改
定
説
明
会
開
く

　

大
阪
社
会
保
険
事
務
局

は
、
大
阪
で
初
め
て
診
療
報

酬
改
定
説
明
会
を
守
口
市
民

会
館
で
３
月
27
日
に
開
い

た
。
こ
れ
は
協
会
が
公
平
性

の
観
点
か
ら
同
事
務
局
の
主

催
で
開
催
を
求
め
て
き
た
も

の
で
、
今
回
、
厚
労
省
の
指

導
も
あ
り
実
現
し
た
。

修
了
証
と
あ
わ
せ
、
参
加
者

の
べ
２
４
０
人
に
郵
送
し

た
。
施
設
基
準
の
届
出
書
に

修
了
証
ま
た
は
そ
の
写
し
の

添
付
が
必
要
に
な
る
こ
と
に

対
応
し
た
。

　

保
団
連
・
協
会
の
講
習
会

が
必
要
な
研
修
と
し
て
認
め

ら
れ
た
の
は
、
協
会
主
催
の

研
修
会
が
評
価
さ
れ
た
も

の
。
今
後
も
協
会
講
習
会
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

　

北
河
内
地
区
、
港
・
大
正

地
区
、
堺
・
高
石
・
和
泉
地

　

協
会
が
過
去
に
開
い
た
講

習
会
が
、
①
歯
科
外
来
診
療

環
境
体
制
加
算
、
②
在
宅
療

養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設

基
準
に
必
要
な
研
修
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
協
会
は
、
４
日
・

７
日
の
両
日
、
在
宅
診
療
に

関
す
る
５
つ
の
講
習
会
の
修

了
証
を
発
行
し
、
医
療
安
全

講
習
会
に
つ
い
て
も
未
発
行

だ
っ
た
６
月
23
日
開
催
分
の 施

設
基
準
の
届
出
要
件
に
合
致

前
進・後
退
が
混
在
す
る
改
定

各
地
区
で
新
点
数
説
明
会
盛
況

講
習
会
の「
修
了
証
」を
発
行

　被保険者に保険証が届いていないことか
ら、厚労省は、旧証や免許証等で本人確認
できる場合、暫定的に後期高齢者の資格が
あるものとして扱う事務連絡通知（４月10
日）を出した。
　被用者保険の扶養家族など、被保険者本
人が新制度に移ることにより、資格喪失の
恐れがある場合は、扶養家族に直接確認が
必要となる。資格や負担割合が確認出来な
い場合は、大阪府後期高齢者医療広域連合
（06-4790-2028）で資格の確認ができる。

後期高齢者医療制度
　患者の資格確認　

１
６
５
人
の
参
加
者
が
熱
心
に
話
し
を
聞
く
千
里
会
場（
上
）

と
、
淀
屋
橋
会
場
で
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
参
加
者（
下
）、
改

定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
話
す
山
上
氏（
中
右
）と
、
小
澤
氏

（
中
左
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

冊
子
は
①
歯
科
疾
患
管
理

に
関
す
る
説
明
書（
初
回
用
）

②
歯
科
疾
患
管
理
に
関
す
る

説
明
書（
継
続
用
）・
歯
科
衛

　

協
会
・
保
団
連
で
は
、
新

設
さ
れ
た
管
理
料
に
対
応
し

た
患
者
説
明
用
の
用
箋
を
販

売
し
ま
す
。

診
料
な
ど
の
基
本
診
療
料
が

若
干
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
ほ

か
、
歯
周
組
織
再
生
誘
導
手

術
な
ど
の
先
進
技
術
や
非
侵

襲
性
歯
髄
覆
罩
な
ど
の
新
規

な
っ
て
い
る
。

　

特
に
包
括
化
や
点
数
引
き

下
げ
に
は
、
今
後
の
厚
労
省

の
歯
科
医
療
改
革
の
狙
い
が

は
っ
き
り
現
れ
て
い
る
。

�

（
つ
づ
く
）

技
術
が
保
険
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、
文
書
要
件
が
緩
和
さ

れ
る
な
ど
一
定
の
前
進
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
歯
科
医
療
関

係
者
や
国
民
の
声
に
よ
る
も

の
だ
っ
た
が
、
前
進
面
の
一

の
確
定
金
額
で
は（
表
）、
07

年
度
の
歯
科
医
療
費
も
同
様

に
削
減
さ
れ
て
い
る
。

ジ
グ
ザ
ク
模
様
の
改
定

　

08
改
定
は
、
初
診
料
・
再

切
っ
て
お
り
、
全
体
の
１
割

に
も
満
た
な
い
歯
科
で
削
減

額
の
約
６
割
を
占
め
た
こ
と

が
06
改
定
の
異
常
ぶ
り
を
物

語
っ
て
い
る
。
基
金
・
国
保

医
療
費
を
単
年
度
で
７
０
０

億
円
も
削
り
取
っ
た
。
７
０

０
億
円
と
い
う
金
額
は
、
医

科
も
含
め
た
医
療
費
削
減
分

（
05
年
度
比
）
の
58
・
３
％

に
あ
た
り
、
歯
科
医
院
に
と

っ
て
06
改
定
は
、
文
字
通
り

骨
身
を
削
る
も
の
と
な
っ

た
。

　

国
民
医
療
費
に
占
め
る
歯

科
医
療
費
の
割
合
は
８
％
を

　

08
年
歯
科
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴
は
、「
効
率
化
」
で
あ

り
、
公
的
歯
科
医
療
費
の
さ
ら
な
る
抑
制
で
あ
る
。
実
際
、

医
療
「
構
造
改
革
」、「
医
療
費
抑
制
政
策
」
を
全
面
に
打
ち

出
し
た
06
年
改
定
を
さ
ら
に
一
歩
推
し
進
め
た
も
の
と
な
っ

た
。
08
改
定
の
特
徴
と
本
質
を
政
策
部
が
解
説
す
る
。

れ
た
。

　

前
進
面
と

後
退
面
が
同

時
に
現
れ
る

ジ
グ
ザ
ク
模

様
の
改
定
と

　

協
会
の
社
保
研
究
部
・
政
策
部
・
各
地
区
組
織
は
合
同
で
、
新
点
数
説
明
会
を
府
下
各
地
で

開
催
し
て
い
る
。
政
策
部
講
師
団
が
今
改
定
の
狙
い
と
本
質
に
つ
い
て
説
明
し
、
社
保
研
究
部

講
師
団
が
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
、
症
例
も
用
い
て
解
説
し
た
。
各
地
区
で
は
総
会
を
か
ね

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
多
く
の
参
加
者
で
盛
況
だ
っ
た
。（
関
連
２
面
）

会
員
か
ら
の
声

千
里
165
人 

堺
111
人 

淀
屋
橋
100
人 

弁
天
町
38
人

１冊500円 ご注文はFAXで

患者への提供文書

４月下旬販売へ
在宅・医療安全
の 参 加 者 へ

狙
い
は
包
括
化
に
よ
る
医
療
費
抑
制

（表）基金・国保の確定金額（平均月額）に見る歯科医療費
の削減状況（05年度月平均比） 　　　　　　　　　　　

※07年については、基金が07年４月～12月、国保が07年４月～10月分の月平均

基　　金 国　　保
月平均金額 月平均金額（千円）

2006年度 ▲21億9,983万円 ▲101億6,667万円
2007年※ ▲21億1,233万円 ▲101億1,297万円

歯科疾患管理に関する説明書
（初回用）

狙
い
と
本
質
を
読
む

政
策
部

診
療
報
酬
08
改
定 

①

区
の
３
地
区
は
３
月
29
日

に
、
北
大
阪
地
区
は
５
日
に

そ
れ
ぞ
れ
新
点
数
説
明
会
を

開
い
た
。
講
師
は
、
北
河
内

事
、
北
大
阪
地
区
で
は
小
澤

力
副
理
事
長
が
務
め
た
。

地
区
で
は
小
澤
力
副
理
事
長

と
小
山
賢
一
社
保
研
究
部

員
、
港
・
大
正
地
区
で
は
吉

田
裕
志
副
理
事
長
と
平
尾
清

司
社
保
研
究
部
員
、
堺
・
高

石
・
和
泉
地
区
で
は
山
上
紘

志
副
理
事
長
と
兵
頭
正
道
理

　

今
改
定
で
狙
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
低
い
点
数
で
一
方

的
に
、
医
療
機
関
へ
の
質
・

安
全
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
歯

科
衛
生
士
を
含
め
た
マ
ン
パ

ワ
ー
の
確
保
な
ど
、
更
な
る

設
備
投
資
を
求
め
る
の
は
酷

で
あ
る
。

　

一
部
の
営
利
企
業
が
歯
科

医
療
分
野
に
進
出
し
、
寡
占

化
を
招
き
、
結
果
的
に
は
良

質
の
歯
科
医
療
が
崩
壊
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

厚
労
省
は
安
全
な
医
療
提

供
体
制
に
は
ほ
と
ん
ど
身
銭

を
切
ら
ず
、
一
方
的
に
医
療

現
場
に
押
し
付
け
、
施
設
基

準
な
ど
に
よ
る
立
ち
入
り
検

査
な
ど
を
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
今
回
の
改
定
内
容

に
も
怒
り
を
感
じ
ざ
る
を
え

な
い
。


